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犯
罪
性
証
明
さ
せ
る
た
め
自
治
会
名
記
入
を

大
津
市
民
会
館
で
１
月
11
日
開
か

れ
た
令
和
８
年
大
津
市
消
防
出
初
式

式
典
で
、
３
丁
目
西
の
杉
山
孝
三
さ

ん
と
４
丁
目
西
の
橋
詰
雄
三
さ
ん
の
２
氏
が
地
域
の
自
主
防

災
活
動
に
尽
力
し
た
と
し
て
、
大
津
市
消
防
局
長
表
彰
さ
れ

た
。杉

山
さ
ん
は
、
平
成
29
年
３
月
、
３
丁
目
西
自
主
防
災
会

に
入
会
以
来
、
地
域
の
防
災
活
動
会
議
や
災
害
時
の
安
否
確

認
行
動
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
。
ま
た
、
地
域
の
消
火
器
、

消
火
栓
、
防
火
水
槽
の
点
検
活
動
に
率
先
し
て
あ
た
り
地
域

の
安
全
、
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
し
た
。

橋
詰
さ
ん
は
、
令
和
２
年
３
月
か
ら
同
７
年
２
月
ま
で
４
丁
目
西
自
主
防
災
会
長
を
歴
任
。
５

年
間
自
主
防
災
会
長
と
し
て
地
区
の
防
災
意
識
と
防
災
力
向
上
に
尽
力
。
ま
た
学
区
の
自
主
防
災

会
に
も
積
極
的
参
画
、
学
区
の
防
災
意
識
の
向
上
に
も
貢
献
し
た
。
橋
詰
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
４

丁
目
西
自
治
会
長
を
通
じ
、
顔
写
真
の
掲
載
を
辞
退
し
た
い
と
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
不
掲
載
と

し
ま
し
た
。

学区８年度総会、４月 19 日開催

学
区
自
治
連
合
会
は
、
1

月
13
日
の
執
行
部
会
で
、
令

和
８
年
度
学
区
自
治
連
合
会

総
会
を
４
月
19
日
午
前
10
時
、

日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室
で
開
催
す
る
こ
と
を
決

め
、
８
年
度
総
会
準
備
の
日

程
、
総
会
関
連
事
務
手
続
き

に
つ
い
て
協
議
、
確
認
し
た
。

こ
の
う
ち
、
令
和
８
年
度
予

算
編
成
に
つ
い
て
、
こ
こ
数

年
、
高
齢
化
と
自
治
会
離
れ

で
各
自
治
会
分
担
金
が
漸
減

傾
向
に
あ
り
８
年
度
は
、
ど

の
程
度
の
減
に
留
ま
る
か
見

通
せ
な
い
が
、
執
行
部
で
は
、

各
関
係
団
体
助
成
金
、
通
常

経
費
と
も
前
年
度
並
み
と
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

今
後
、
総
会
に
向
け
て
の

作
業
日
程
に
つ
い
て
、
２
月

21
日
19
時
、
自
治
連
合
会
役

員
会
開
催
、
７
年
度
決
算
概

要
確
認
、
８
年
度
予
算
案
確

認
、
地
域
功
労
者
推
薦
締

め
切
り
。
▽
３
月
７
日
19

時
、
役
員
候
補
者
決
定
会

議
。
▽
３
月
21
日
19
時
、

新
旧
合
同
役
員
会
。
監
査

報
告
以
外
の
総
会
議
案
役

員
会
承
認
。
▽
３
月
22
日

10
時
、
監
査
。
総
会
資
料
印

刷
依
頼
。
▽
４
月
１
日
10
時
、

総
会
資
料
、
書
面
表
決
票
会

員
配
布
。
▽
４
月
15
日
、
書

面
表
決
エ
ク
セ
ル
返
信
締
め

切
り
。
▽
４
月
18
日
19
時
、

新
旧
合
同
役
員
会
。
総
会
次

第
、
役
割
担
当
確
認
。
▽
４

月
19
日
10
時
、
総
会
。

消
防
功
労
に
杉
山
さ
ん
（
３
西
）
と
橋
詰
さ
ん
（
４
西
）

ア
ル
ミ
空
き
缶
な
ど
の
資
源
ゴ
ミ
を
不
法
に
持
ち
去
る
事
案
が
市
内
各
地
で
多
発
し
て
い
る
。
大
津
市
環
境
部
と
市

民
部
は
、
こ
れ
ら
の
持
ち
去
り
行
為
は
窃
盗
の
疑
い
が
あ
る
と
し
て
、
住
民
が
見
か
け
た
場
合
は
、
１
１
０
番
通
報
す

る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
資
源
ゴ
ミ
の
不
法
持
ち
去
り
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
行
っ

て
き
た
が
思
う
よ
う
な
効
果
が
挙
げ
ら
れ
ず
、
市
は
司
法
の
手
を
借
り
強
い
態
度
で
不
法
回
収
防
止
対
策
に
乗
り
出
す

こ
と
に
な
っ
た
。

市
の
新
た
な
不
法
回
収
防

止
対
策
は
、
市
の
資
源
ゴ
ミ

回
収
指
定
業
者
が
、
対
象
地

区
の
自
治
会
、
団
体
に
送
付

し
た
呼
び
か
け
文
書
で
判
明

し
た
。
呼
び
か
け
文
書
で
は
、

資
源
回
収
の
さ
い
、
空
き
缶

を
入
れ
る
袋
に
は
、
自
治
会
、

団
体
名
の
記
名
を
求
め
て
い

る
。
ゴ
ミ
袋
に
自
治
会
名
を

書
く
こ
と
で
持
ち
去
り
に
つ

い
て
の
犯
罪
性
を
立
証
さ
せ

る
措
置
。
不
法
回
収
の
抑
止

や
回
収
品
の
特
定
が
で
き
、

警
察
に
よ
る
迅
速
な
対
応
が

可
能
と
な
る
。
そ
の
上
で
１

１
０
番
通
報
の
さ
い
、
可
能

な
限
り
、
車
両
ナ
ン
バ
ー
、

車
種
を
知
ら
せ
て
欲
し
い
、

と
し
て
い
る
。

ゴ
ミ
集
積
場
に
出
さ
れ
た

ゴ
ミ
を
市
ま
た
は
市
か
ら
委

託
を
受
け
た
以
外
の
者
が
持

ち
去
る
行
為
は
、
「
大
津
市

廃
棄
物
の
処
理
及
び
再
利
用

の
促
進
並
び
に
環
境
の
美
化

に
関
す
る
条
例
」
第
29
条
第

６
項
、
同
７
項
で
、
禁
止
さ

れ
、
中
止
の
命
令
や
氏
名
公

表
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

市
で
は
、
早
朝
か
ら
職
員

を
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
さ
せ
、

持
ち
去
り
行
為
を
発
見
次
第
、

条
例
違
反
と
し
て
指
導
を
行
っ

て
い
る
が
、
違
反
行
為
は
後

を
絶
た
な
い
。

日
吉
台
学
区
で
も
他
府
県

ナ
ン
バ
ー
の
車
両
が
、
資
源

ゴ
ミ
回
収
日
の
早
朝
６
時
ご

ろ
か
ら
住
宅
内
を
走
り
回
り
、

袋
ご
と
持
ち
去
る
ケ
ー
ス
が

目
撃
さ
れ
て
い
る
。
学
区
で

は
、
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー

ル
、
古
布
、
ア
ル
ミ
缶
等
の

資
源
ご
み
の
集
団
回
収
で
、

市
助
成
金
、
回
収
売
り
上
げ

金
合
わ
せ
年
間
約
40
万
円
の

収
入
が
あ
り
、
全
額
各
自
治

会
に
配
分
さ
れ
て
い
る
。
不

法
な
持
ち
去
り
が
ど
れ
位
あ

る
か
不
明
だ
が
、
野
々
口
義

信
学
区
自
治
連
合
会
長
は

「
持
ち
去
り
が
な
け
れ
ば
資

源
ゴ
ミ
の
回
収
金
と
市
の
助

成
金
は
も
っ
と
増
え
る
。
自

治
会
離
れ
で
会
費
収
入
が
減

る
な
か
、
資
源
ゴ
ミ
回
収
は
、

自
治
会
に
と
っ
て
貴
重
な
財

源
に
な
っ
て
い
る
」
と
学
区

民
に
改
め
て
通
報
協
力
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

空
き
缶
ゴ
ミ
袋

空
き
缶
等
資
源
ゴ
ミ
持
ち
去
り
、
１
１
０
番
通
報
へ

市
呼
び
か
け
、
資
源
ゴ
ミ
は
貴
重
な
財
源

年度末、総会関連日程決める

杉山孝三さん
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もちつき、どんど焼きまつり

日
吉
台
学
区
新
春
の
伝
統
行
事
「
も
ち
つ
き
大
会
」
と
「
ど
ん
ど
焼
き
ま
つ
り
」
が
１

月
10
、
11
日
の
両
日
、
日
吉
台
小
学
校
で
開
催
さ
れ
た
。
学
区
民
会
議
の
日
吉
台
夢
・
未

来
事
業
推
進
委
員
会
（
森
育
寿
会
長
）
が
、
ふ
る
さ
と
日
吉
台
の
伝
統
行
事
を
生
み
だ
し
、

ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
た
め
、
平
成
19
年
か
ら
行
っ
て
い
る
日
吉
台

の
新
春
の
風
物
詩
。
「
も
ち
つ
き
」
「
ど
ん
ど
焼
き
ま
つ
り
」
と
も
、
子
ど
も
た
ち
を
中

心
に
多
く
の
住
民
が
参
加
、
親
睦
と
交
流
を
深
め
た
。

も
ち
つ
き
大
会
は
、
真
冬
と
は
い
え
穏
や
か
に
晴
れ
に
わ
た
り
、
小
学
校
の
中
庭
に
は
、

昨
年
よ
り
多
い
２
２
３
人
が
集
ま
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
が
、
お
世
話
を
す
る
大
人
た
ち
に

混
じ
っ
て
代
わ
る
代
わ
る
も
ち
つ
き
を
し
た
が
、
重
い
杵
を
持
ち
上
げ
る
の
に
四
苦
八
苦
。

き
な
こ
も
ち
や
ぜ
ん
ざ
い
を
作
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
家
族
連
れ
ら
の
長
い
行
列
が
で
き
て

い
た
。
特
に
ざ
ん
ざ
い
コ
ー
ナ
ー
の
人
気
が
高
く
早
々
と
品
切
れ
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

ど
ん
ど
焼
き
ま
つ
り
は
、
前
日
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
北
風
が
吹
き
つ
け
凍
え
る
よ
う

な
一
日
。
そ
れ
で
も
子
ど
も
た
ち
合
わ
せ
２
５
６
人
が
参
加
。
同
小
校
庭
に
は
、
木
材
を

使
っ
た
や
ぐ
ら
が
組
ま
れ
、
日
吉
大
社
神
職
に
よ
る
お
祓
い
の
あ
と
、
お
正
月
の
松
飾
り

や
し
め
縄
、
子
ど
も
た
ち
の
書
初
め
な
ど
が
入
れ
ら
れ
火
入
れ
さ
れ
た
。
日
吉
台
に
と
っ

て
飛
躍
の
願
い
を
込
め
た
午
年
の
ど
ん
ど
は
、
炎
は
高
く
大
き
く
、
参
加
者
ら
は
ど
ん
ど

焼
き
の
前
で
無
病
息
災
と
家
内
安
全
を
祈
願
し
て
い
た
。
こ
の
あ
と
子
ど
も
た
ち
が
竹
棒

の
先
に
つ
け
た
お
も
ち
を
残
り
火
で
焼
き
、
ふ
る
ま
わ
れ
た
豚
汁
と
焼
き
も
ち
を
味
わ
い

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

寺
子
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ナ
☆
ビ
バ
開
催

ワイヤレスアンプ新調

日
吉
台
公
民
館
は
、
同
館

で
行
わ
れ
る
会
議
に
使
う
ワ

イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
を
新
調
し

た
＝
写
真
。

こ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
ワ

イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
は
、
平
成

25
年
８
月
か
ら
使
用
し
て
い

た
も
の
で
老
朽
化
か
ら
、
音

声
が
途
切
れ
た
り
、
音
が
ひ

ず
ん
だ
り
し
て
調
子
が
悪
く

５
年
ほ
ど
前
か
ら
更
新
申
請

が
行
わ
れ
て
い
た
。

新
し
い
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン

プ
は
、
Ａ
Ｃ
電
源
使
用
時
出

力
22
ワ
ッ
ト
、
Ａ
Ｃ
電
源
、

乾
電
池
、
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
充

電
池
、
車
載
用
バ
ッ
テ
リ
ー

の
４
電
源
方
式
。
ワ
イ
ヤ
レ

ス
マ
イ
ク
３
本
、
有
線
マ
イ

ク
２
本
が
同
時
に
使
用
で
き

る
。

日吉台公民館

学
区
社
会
福
祉
協
議
会
の

支
援
を
受
け
る
日
吉
台
小
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
事
業
、

「
寺
子
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

マ
ナ
☆
ビ
バ
」
が
、
12
月
26

日
、
日
吉
台
小
学
校
で
開
か

れ
、
約
30
人
の
子
ど
も
た

ち
が
参
加
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
ま
ず
、

学
校
を
舞
台
に
し
た
大
規

模
な
鬼
ご
っ
こ
「
ハ
ン
タ
ー
」

に
挑
戦
。
日
吉
台
小
に
隣

接
す
る
至
明
こ
ど
も
園
の

園
児
も
加
わ
り
、
年
齢
差

を
越
え
て
鬼
ご
っ
こ
を
楽

し
ん
だ
。
力
い
っ
ぱ
い
元

気
に
走
り
ま
わ
っ
た
あ
と

子
ど
も
た
ち
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
て
い
る
冬

休
み
マ
ナ
☆
ビ
バ
恒
例
の

焼
き
イ
モ
会
場
へ
。
学
区

社
会
福
祉
協
議
会
の
人
た

ち
が
早
朝
か
ら
焚
火
で
焼

い
た
イ
モ
を
も
ら
っ
て
大

喜
び
。
あ
つ
あ
つ
の
焼
き

イ
モ
を
ほ
お
ば
る
子
ど
も

た
ち
か
ら
は
「
あ
ま
い
」

「
ほ
く
ほ
く
」
「
あ
つ
い
」

な
ど
あ
ち
こ
ち
で
笑
顔
が

こ
ぼ
れ
て
い
た
。

ほ
く
ほ
く
の
焼
き
イ
モ
に
笑
顔

ほくほくの焼きイモを笑顔いっぱい。マナ☆ビバに参

加の子どもたち

つきたてのおもちを友だちと一緒に食べる子どもたち

ど ん ど 焼 き の 残 り 火 で お も ち を 焼 く 参 加 者 た ち

代
わ
る
が
わ
る
交
代
で
も
ち
つ
き
を
す
る
子
ど
も
た
ち


